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ICT環境整備状況

職員室・校務用端末（Win10）

児童・生徒1人1台クロームブック

提示用端末
（Win10）

全教室に常設 拡大提示環境

回線増強
センター集約(25Gbps)
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GIGA環境活用の日常の授業から

日常的な活用が定着3



２年社会

情報の収集

4



情報の収集→整理

１年社会

３年社会
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6２年社会

まとめ・表現



３年社会

まとめ・表現
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端末・クラウド活用による授業の変化

・活用する手段の選択肢の多様化

・児童生徒の活動時間
扱うデータ量
コミュニケーションの増加

・アウトプットの量・質UP

・「教える」授業
→「学ぶ」授業への変化

ポイント＝情報活用能力育成 8



自作動画教材の活用
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多くのタブを切り替え必要な情報へ
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11

授業の導入（課題設定，学習計画）

Classroom,振り返り,教科書を見て話し合う
藤山台小6年

小学校での実践から



12

学習目標(めあて)

学習過程(ながれ)

学習内容(なかみ)

学習方法(しかた)

学習評価(ゴール)

まずはClassroomで確認
過去の学習履歴や情報源へのアクセス

教材・資料
教科書の必要部分
のデータなども



13学習計画シート

単元の学習の全体像を児童に手渡す



14授業の導入（個人で学習計画を立てる）

どのように学ぶかを決める
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個別も，協働も

情報の収集



16

実は誰かを頼っている

情報の整理・分析
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各自が必要に応じて選択

まとめ・表現



単元の課題

「なぜ日本は和食の食材が豊富なのか、
自然環境の面から考えよう」

中学校での実践から①（2年社会科 地理的分野）

1 ～ 4 時 課題に取り組むために必要な情報を
インプットとアウトプットを繰り返しながら蓄積する
5 ～ 6 時意見づくりと対話
6 ～ 7 時レポートの作成 高森台中２年
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第1時 ～ 第4時 の流れ

構成は、小学校と同様
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動画から

教科書を読解しながら

情報の収集

20



集めた情報を整理分析する

整理分析したことを言葉にして伝える21



単元の課題を意識しながら

1時間の学びを文章にまとめる
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1 ～ 4 時
課題に取り組むために必要な情報を
インプットとアウトプットを繰り返しながら蓄積する
5 ～ 6 時
意見づくりと対話
6 ～ 7 時
レポートの作成

単元の流れ

単元の課題

「なぜ日本は和食の食材が豊富なのか、
自然環境の面から考えよう」
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課題に合わせて、いくつも仮説を立てる
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どの仮説が重要か吟味する

思考を可視化する
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対話をする → 思考の質が上がる

考えの違う人から、意
見をいってもらうこと
で、自分の意見の弱い
ところがわかり、もっ
と調べたくなったりし
ます。

目的をもって人の
意見を聞くことで、
よく考えるように
なりました。 26



まとめ・表現＝レポートづくり

クラウド上でも
激励、助言
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個別も

中学校での実践から②
（数学）

高森台中 28



個別学習の様子

問題や解答は

端末で表示

端末を通して

つながっている
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Googleフォームを活用 Jamboardを活用

どちらも３段階の問題を準備

教科書等の必要部分をクラスルームへ難易度別に問題を準備
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標準レベル

基礎レベル

応用レベル

Googleフォームを活用した問題 教科書等の必要部分を
クラスルームへ
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「Googleフォーム」の問題の工夫

問題を解いたあと

の自己評価

答え合わせ後の

達成度の評価
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生徒の学習ログを収集・活用

全体の学習状況を把握

個別の学習状況を把握
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「Jamboard」の問題について

他の人の

学習できる

学習ボードを

他の人と
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その場で書き込み

個別支援 全体指導

リアルタイムに生徒の

学習の状況がわかる
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自分の目標

学習を振り返る

自己評価

コメント

振り返りシート
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Jamboardを活用したマトリックス表

学習内容を

記した付箋

コメント欄

学習状況を自己分析し、可視化できる工夫をする
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児童生徒はどのようにとらえているか

２学期末の児童・生徒アンケートから38



1人1台端末がなかったころと比べて、授業は

市内5校児童生徒1111人
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端末がなかったころと比べて、次の時間は？

市内5校児童生徒1111人
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「1人1台クロームブックを
活用する授業のよさ」はこれだ！

作成
春日井市立高森台中学校

3年学級委員会

来年度新入生への授業説明資料
（学級委員だけで作成）
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○社会 〜授業の流れ〜

1.教科書・パソコンを使いスライド作成
→ まとめて基礎的な知識を身につける

2.クラスのみんなに発表！
→口に出すことで知識を定着させる

3.先生の説明で最終確認！

インプットとアウトプットを繰り返し
より効率的な学習を！

1.自分に合った勉強法が可能に！

○数学 〜授業の流れ〜

先生の説明→問題演習→振り返り
↓

それぞれのレベルに合った問題を選べる
→勉強効率の向上！

2.スライド作成 & 発表
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3.今まで出来なかった実験も可能に！

○理科 〜天体・星座の観察〜

今までは出来なかった星座の観察も
もパソコンを使って可能に！
→より発展的な授業に

クロームブックの導入で

いろんなことが可能に！

○まとめ

先生の話を聞いてノートをとるだけ

自分たちで考え、学び合う授業へ！

効率的な学習に！

クロームブック
導入
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・活用する手段の選択肢の多様化

・児童生徒の活動時間、扱うデータ量、
コミュニケーションの増加

・アウトプットの量・質UP

・「教える」から
「学ぶ」への変化

・個別も協働も同時に

・学びのスキルUP 

端末・クラウド活用
＋情報活用能力育成による授業の変化
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<活動例>

見る・聞く

「インプット」
調べる・視聴

処理=思考・判断
共有・議論

「アウトプット」
発表・まとめる
演習

まとめ

情報の収集

整理・分析

まとめ･表現

課題の設定
・教科書
・板書
・具体物

・教科書
・資料集
・教師の説明
・各種教材

・ノート
・ワークシート
・付箋
・掲示物

<ツール・手段例>
「過去」 「GIGA環境整備後」

・指導者用ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教科書
・スライド
･プロジェクター･実物投影機
･電子黒板 （拡大提示環境）

・学習者用ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教科書
・動画教材
・ｵﾝﾗｲﾝ教材
・ｵﾝﾗｲﾝｺﾝﾃﾝﾂ

・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃﾝｼｮﾝﾂｰﾙ
・付箋ツール
・ﾉｰﾄﾂｰﾙ ・共有ツール
・ﾁｬｯﾄ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙ
・デジタルドリル
・オンライン会議システム

「ICT活用以前」
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研修・実践の共有

Chatで情報発信＋交流→活用推進 46
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市内GIGA端末活用研修=模擬授業中心



ありがとうございました

＜参考資料＞ Google for Education,”利活用のための参考動画”

https://youtu.be/ZCR6P2qCsDM (2022-03-01)

https://youtu.be/CyKzRjUrh6Y (2021-06-18)
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https://youtu.be/ZCR6P2qCsDM
https://youtu.be/
https://youtu.be/CyKzRjUrh6Y

